
＜ 感想 ＞                        
 
平成 20年 11月 19日～11月 24日に、ニューヨークにて開催された 55th North American 

Meeting on Regional Science Association International に出席し、研究発表を行いました。

発表のタイトルは「Cascade Effects on Economic Recovery Process after Natural 
Disasters: Based on Multi-Sector Economic Growth Models」でした。本研究は、中間財

の代替性が災害による被害の拡大効果を生むと同時に、復興のスピードを左右するという

ことを経済成長モデルを用いて示唆する内容でした。 
出席者から、代替にかかるコストの重要性や、復興過程においてカスケード効果を考慮す

る意義等について質問を頂きました。国際的な研究者らによる災害の経済的な影響に関す

る最新の研究成果を知ることができ、大変有意義な経験となりました。 
会議で知り合った先生方とは会議後にも様々なディスカッションをしました。そこで得ら

れた知見やアイデアは今後研究を進める上で大変刺激的であり励みになりました。 
助成のおかげで大変貴重な経験をすることができました。改めて深く感謝申し上げます。 


